
鹿児島県立加世田高等学校 令和元年度 第３回学校関係者評価委員会 記録

１ 日 時 令和２年２月18日（火） 10:00～11:30

２ 場 所 加世田高校 応接室

３ 出 席 者 委 員 ６人（中学校関係者，保護者等）

本校職員 ７人（校長，教頭，事務長，教務主任，生徒指導主任，

進路指導主任，保健副主任）

４ 内容・会順

①開会のことば ②校長挨拶 ③教育活動および学校評価アンケート結果報告

④質疑応答・御意見等 ⑤閉会の言葉

５ 委員からの質問・意見等の概要（●は，本校職員からの回答等）

○アンケートの回答率が低い学年があるようだが，この原因は何か。

●１，２年生については，生徒・保護者ともclassiを用いて，スマートフォン等で回答する形を

とったため，質問紙を配布・その場で記入・回収という方法と比べると回収率が格段に低い。

この点は，次年度に向けての検討課題であると認識している。

○いじめ実態調査や学校楽しぃーとは活用されているようだが，ＳＮＳチェックシートの活用状況は

どうか。

●ＳＮＳチェックシートは今年度は利用していない。いじめ実態調査や他に実施している生活実

態調査等で補完できていると考えている。

○保健に関して講演・講話を実施されているとのことだが，どのような内容か。

●性教育とそれを含めた生き方や人としての在り方に注力してテーマや講師を選定している。い

わば「“生”教育」だ。看護士志望の生徒が，受験直前に「２年前の講演での話の内容に感銘

を受けて」なとどと語ることもあり，やはり子どもたちにとって今考えておかなければならな

いことであると考えており，そのような観点で来年度の講師選定も検討中である。

○１学期に授業参観をさせてもらった時の感想だが，最近は生徒の荷物が多く，それを床に置いてい

ると，先生方の机間巡視や生徒の「教え合い」・「意見交換」が妨げられるように思う。教室での鞄

の整理もそういう観点での指導も良いかもしれない。

○来年度から中学校でもキャリアパスポートが導入される。小・中・高と持ち上がって，合計12年間

分あわせれば相当な分量になるはずだが，高校ではどのような動きになっているか。

●来年度に向けて検討中である。生徒指導要録・classi（ポートフォリオ）・調査書等との重な

りや棲み分けも含めて研究しているところだが，いろいろと課題が多く頭の痛いところである。

○classiへの入力やそれを利用した学校からの連絡・情報発信は，全生徒・全保護者に行き渡るのか。

スマホもパソコンもない家庭もあると思うが。

●生徒に毎日実行させている「学習の記録」の入力作業は，学校で保有しているタブレット端末

を貸し出して対応している。ポートフォリオ入力も同様である。連絡のユビキタス性について

は，当面は紙媒体での配布を完全になくすことはできないだろうと考えている。生徒のスマホ

所持率は96％で，各学年に数人ずつ「持っていない」生徒がいる状況であるため，配慮は当然

必要と考えている。



○小・中学校では児童・生徒にタブレットを一人一台持たせることになった。それをどう使うのかを

考えているところだが，その環境に慣れた生徒が高校に入ってくるようになるので，高校でもその

心づもりが必要だと思う。

○中学校でも生徒・保護者からの評価を実施しているが，残念ながらこれほどの高評価は得られてお

らず，うらやましい限りだ。

○先日の「入試対策学習会」は，参加した生徒の評価が非常に高い。元々意識の高い生徒が参加したと

いうこともあるだろうが，それを差し引いても，加世田高校の特色を生かした素晴らしい取組だと思

う。是非続けてほしい。

○この委員を引き受けて３年目になるが，今年ほど自信にあふれ，熱心さを感じることは初めてだっ

た。先生方が一丸となって学校が良い方向に向かっており，生徒たちもそれぞれの個性を発揮して

活躍している様子がよく分かる。素晴らしいことだ。

○自転車通学の距離制限廃止の影響はどうか。何人ぐらいが新たに自転車通学を始めたか。また，良い

機会だと思うので，自転車運転時のヘルメット着用を勧めてみてはどうか。

●新規に自転車通学を開始したのは３人である。ヘルメットについては，中学校までは通学時は

全員かぶっていると思うが，高校でとなると中学校で予想される反響が気になっている。

○ヘルメット着用は，生徒募集の観点から慎重にされた方が良いと思う。

○保護者が着用させるのは何も問題もないのではないか。中学校でも，登下校時は着用しているが，

それ以外の外出時に着用している生徒はほとんどいない。このギャップについて中学校では今様々

な観点から議論・検討しているところである。

○単車の運転技能講習はどのような形で実施しているのか。

●考査最終日の午後，加世田自動車学校に単車通学生全員を集め，自動車学校と警察の協力を得

て，半日かけて運転技術やマナーの実践講習を行っている。

○４段階のアンケート調査で上から二番目の回答（Ａ～Ｄの「Ｂ」評価）は，自分は肯定評価とは考

えていない。という観点でアンケート結果をみると，やはりまだ改善の余地が浮かび上がってくる。

その基準でアンケート結果をみて評価をしたので，少し評価が辛くなってしまった。今日の説明を聞

いて，もっと高い評価でも良かったとは思っているが，これからも改善に向けて努力を続けてもらい

たい。


